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広報稲敷平成17年11月号　2

９
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
16

年
度
の
旧
町
村
と
市
の
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
と
企
業
会

計
の
決
算
が
、
桜
川
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
を
除
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
桜
川
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
は
、
平
成
16
年
３
月
22
日
に

４
町
村
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ

り
、江
戸
崎
町
、新
利
根
町
、桜

川
村
、
東
町
の
決
算
は
打
切
り

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
打
切
り
決
算
に
よ
っ
て
生
じ

た
剰
余
金
は
、
稲
敷
市
の
暫
定

予
算
に
引
継
が
れ
、
暫
定
予
算

の
出
納
閉
鎖
日
の
５
月
31
日
を

も
っ
て
、
平
成
16
年
度
の
歳
入

歳
出
額
と
繰
越
額
が
確
定
し
て

い
ま
す
。

●
稲
敷
市
財
政
課
☎
０
２
９
‐

８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内
線
２

８
０
０
）

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
切
り
捨

て
に
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

歳
入
歳
出
の
合
計
が
合
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

平成16年度各会計決算報告
旧４町村と市の決算概要をお知らせ

江
戸
崎
町
の
決
算
概
要

歳
入　
64
億
７
１
３
１
万
円

歳
出　
59
億
７
７
０
６
万
円

差
引　
４
億
９
４
２
４
万
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民

税
18
億
９
８
８
万
円
、
地
方
交

付
税
13
億
１
１
５
万
円
、
繰
入

金
８
億
６
５
９
万
円
、
町
債
９

億
３
０
３
０
万
円
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教
育

費
14
億
67
万
円
、
民
生
費
11
億

７
８
２
４
万
円
、
衛
生
費
６
億

８
７
５
８
万
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
、
行
政
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
２
４
４
３
万

円
、
平
成
15
・
16
年
度
継
続
事

業
の
高
田
小
学
校
校
舎
建
築
・

屋
外
運
動
場
整
備
事
業
５
億
８

７
９
６
万
円
、
町
道
の
新
設
改

良
・
維
持
補
修
等
の
道
路
橋
梁

費
４
億
５
３
５
５
万
円
、
多
目

的
運
動
場
整
備
事
業
（
サ
ッ
カ

ー
場
）４
９
８
２
万
円
で
す
。

■歳入　64億7,131万円
地方税 18億988万円 28.0％
地方交付税 13億115万円 20.1％
地方債 9億3,030万円 14.4％
繰入金 8億659万円 12.5％
繰越金 3億5,739万円 5.5％
諸収入 3億3,190万円 5.1％
国庫支出金 2億3,467万円 3.6％
その他※ 6億9,939万円 10.8％
※その他＝地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡

所得割交付金・地方消費税交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動

車取得税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金・分

担金及び負担金・使用料及び手数料・県支出金・財産収入・寄付金

■歳出　59億7,706万円
教育費 14億67万円 23.4％
民生費 11億7,824万円 19.7％
土木費 7億2,289万円 12.1％
総務費 6億9,883万円 11.7％
衛生費 6億8,758万円 11.5％
公債費 5億6,306万円 9.4％
消防費 3億8万円 5.0%
その他※ 4億2,568万円 7.1％
※その他＝議会費・農林水産業費・商工費
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新
利
根
町
の
決
算
概
要

歳
入　
45
億
９
８
５
３
万
円

歳
出　
41
億
２
７
９
４
万
円

差
引　
４
億
７
０
５
８
万
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方

交
付
税
12
億
７
２
２
８
万
円
、

繰
入
金
10
億
４
０
０
５
万
円
、

町
税
８
億
４
７
６
３
万
円
、
町

債
３
億
８
１
１
０
万
円
、
国
庫

支
出
金
１
億
６
０
２
８
万
円
で

す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民
生

費
６
億
８
３
０
４
万
円
、
土
木

費
６
億
61
万
円
、
教
育
費
５
億

１
８
５
３
万
円
、
諸
支
出
金
４

億
７
１
７
９
万
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
、
総
合
運
動
公

園
施
設
整
備
事
業
２
億
１
９
２

万
円
、
町
道
の
新
設
改
良
・
維

持
補
修
等
の
道
路
橋
梁
費
１
億

６
９
９
４
万
円
、
町
土
地
開
発

公
社
か
ら
の
土
地
購
入
費
４
億

７
１
７
９
万
円
で
す
。

桜
川
村
の
決
算
概
要

歳
入　
41
億
５
３
５
４
万
円

歳
出　
38
億
４
５
４
８
万
円

差
引　
３
億　
８
０
６
万
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
村
税

14
億
４
３
３
６
万
円
、
繰
入
金

11
億
６
９
７
２
万
円
、
村
債
４

億
１
５
３
０
万
円
、
国
・
県
支

出
金
１
億
４
５
６
万
円
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教
育

費
８
億
２
３
８
万
円
、
土
木
費

５
億
５
７
９
３
万
円
、
民
生
費

５
億
１
６
１
０
万
円
、
農
林
水

産
業
費
４
億
４
５
９
０
万
円
で

す
。

　
主
な
事
業
は
、
桜
川
中
学
校

改
築
事
業
１
億
９
２
４
０
万
円
、

浮
島
運
動
広
場
・
総
合
運
動
公

園
改
修
事
業
６
６
８
６
万
円
、

阿
波
小
空
調
整
備
他
改
修
事
業

１
億
３
０
１
８
万
円
、
浮
島
地

区
生
産
物
直
売
所
建
設
事
業
６

５
６
５
万
円
、村
道
新
設
改
良・

維
持
補
修
等
の
道
路
橋
梁
費
４

億
１
９
６
５
万
円
で
す
。

■歳入　41億5,354万円
地方税 14億4,336万円 34.8％
繰入金 11億6,972万円 28.2％
地方債 4億1,530万円 10.0％
繰越金 2億5,772万円 6.2％
地方特例交付金 1億6,959万円 4.1％
ゴルフ場利用税交付金 1億2,183万円 2.9％
諸収入 １億988万円 2.6％
その他※ 4億6,612万円 11.2％
※その他＝地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式

等譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得税交付

金・地方交付税・交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・

使用料及び手数料・国庫支出金・県支出金・財産収入・寄付金

■歳出　38億4,548万円
教育費 8億238万円 20.9％
総務費 7億1,509万円 18.6％
土木費 5億5,793万円 14.5％
民生費 5億1,610万円 13.4％
農林水産業費 4億4,590万円 11.6％
衛生費 2億9,990万円 7.8％
消防費 2億6,41万円 5.4%
その他※ 3億173万円 7.8％
※その他＝議会費・商工費・諸支出金・公債費

■歳入　45億9,853万円
地方交付税 12億7,228万円 27.7％
繰入金 10億4,005万円 22.6％
地方税 8億4,763万円 18.4％
地方債 3億8,110万円 8.3％
繰越金 2億9,039万円 6.3％
諸収入 1億9,391万円 4.2％
国庫支出金 1億6,028万円 3.5％
その他※ 4億1,286万円 9.0％
※その他＝地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式

等譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得税交付

金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金・分担金及び

負担金・使用料及び手数料・県支出金・財産収入・寄付金

■歳出　41億2,794万円
総務費 7億8,921万円 19.1％
民生費 6億8,304万円 16.5％
土木費 6億61万円 14.6％
教育費 5億1,853万円 12.6％
諸支出金 4億7,179万円 11.4％
衛生費 3億3,728万円 8.2％
農林水産費 2億4,955万円 6.0%
その他※ 4億7,789万円 11.6％
※その他＝議会費・商工費・消防費・公債費
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東
町
の
決
算
概
要

歳
入　
57
億
２
６
１
６
万
円

歳
出　
54
億
５
２
１
２
万
円

差
引　
２
億
７
４
０
４
万
円

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方

交
付
税
14
億
１
６
４
２
万
円
、

町
税
12
億
１
６
７
１
万
円
、
繰

入
金
11
億
５
１
８
２
万
円
、
町

債
10
億
５
８
５
０
万
円
、
国
・

県
支
出
金
１
億
９
５
０
７
万
円

で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
教
育

費
16
億
５
１
４
８
万
円
、
土
木

費
６
億
７
４
８
万
円
、
衛
生
費

５
億
９
５
３
０
万
円
、
民
生
費

５
億
４
７
６
６
万
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
、
平
成
15
・
16

年
度
継
続
事
業
の
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
９
億
３
２
２

５
万
円
、
同
じ
く
継
続
事
業
の

町
営
住
宅
建
設
事
業
２
億
７
５

５
２
万
円
、
町
道
新
設
改
良
・

維
持
補
修
等
の
道
路
橋
梁
費
１

億
８
２
６
４
万
円
で
す
。

稲
敷
市
の
決
算
概
要（
暫
定
）

歳
入　
30
億
４
８
１
０
万
円

歳
出　
16
億
６
９
５
７
万
円

差
引　
13
億
７
８
５
３
万
円
※

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・

県
支
出
金
６
億
２
８
０
０
万
円
、

市
税
１
億
８
７
１
０
万
円
、
地

方
譲
与
税
１
億
７
３
４
７
万
円
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
１
億

１
１
４
９
万
円
、
諸
収
入
の
旧

4
町
村
打
切
決
算
剰
余
金
15
億

４
６
９
４
万
円
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
公
債

費
６
億
８
１
３
０
万
円
、
総
務

費
３
億
９
１
９
６
万
円
、
民
生

費
１
億
９
２
５
９
万
円
、
土
木

費
１
億
５
５
３
７
万
円
で
す
。

公
債
費
に
つ
い
て
は
３
月
末
の

償
還
が
あ
る
た
め
高
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。総
務
費
で
は
合
併

に
伴
う
準
備
経
費
２
億
９
５
３

７
万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
繰
越
明
許
費
繰
越
額
１
億
４

２
０
１
万
円
を
差
引
い
た
12
億

３
６
５
１
万
円
が
実
質
収
支
額

■歳入　30億4,810万円
諸収入 １6億572万円 52.7％
県支出金 3億2,478万円 10.7％
国庫支出金 3億322万円 9.9％
地方債 2億1,740万円 7.1％
地方税 1億8,710万円 6.1％
地方譲与税 1億7,347万円 5.7％
ゴルフ場利用税交付金 1億1,149万円 3.7％
その他※ １億2,490万円 4.1％
※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割

交付金・交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用

料及び手数料・財産収入・寄付金

■歳出　16億6,957万円
公債費 6億8,130万円 40.8％
総務費 3億9,196万円 23.5％
民生費 1億9,259万円 11.5％
土木費 1億5,537万円 9.3％
教育費 1億5,270万円 9.1％
農林水産業費 5,921万円 3.5％
衛生費 2.465万円 1.5%
その他※ 1,174万円 0.7％
※その他＝議会費・商工費・消防費

■歳入　57億2,616万円
地方交付税 14億1,642万円 24.7％
地方税 12億1,671万円 21.2％
繰入金 11億5,182万円 20.1％
地方債 10億5,850万円 18.5％
地方譲与税 1億6,330万円 2.9％
諸収入 1億3,002万円 2.3％
地方消費税交付金 1億2,699万円 2.2％
その他※ 4億6,238万円 8.1％
※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交

付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・地方特例

交付金・交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用料

及び手数料・国庫支出金・県支出金・財産収入・寄付金・繰越金

■歳出　54億5,212万円
教育費 16億5,148万円 30.3％
総務費 11億2,888万円 20.7％
土木費 6億748万円 11.1％
衛生費 5億9,530万円 10.9％
民生費 5億4,766万円 10.0％
農林水産業費 4億2,039万円 7.7％
消防費 2億1,421万円 3.9%
その他※ 2億8,668万円 5.3％
※その他＝議会費・労働費・商工費・公債費
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特別会計　平成16年度決算額
 江戸崎町 新利根町 桜川村 東町 稲敷市
国民健康保険特別会計
歳入 15億3,630万円 9億277万円 7億303万円 10億9,725万円 7億2,007万円
歳出 15億35万円 8億9,309万円 6億5,953万円 11億2,448万円 3億8,668万円
老人保健特別会計
歳入 12億5,574万円 8億3,048万円 7億9,855万円 13億2,068万円 5億6,172万円
歳出 12億6,629万円 8億1,490万円 7億8,256万円 13億4,350万円 3億4,916万円
公平委員会特別会計
歳入 52万円 - - - 21万円
歳出 31万円 - - - 0円
農業集落排水事業特別会計
歳入 1億320万円 - 2億2,860万円 8,701万円 1億1,237万円
歳出 8,677万円 - 2億6,178万円 6,473万円 8,451万円
公共下水道事業特別会計
歳入 5億7,102万円 2億3,180万円 8,958万円 6億8,530万円 8億7,556万円
歳出 6億4,298万円 2億2,175万円 8,328万円 7億5,397万円 8億818万円
介護保険特別会計
歳入 6億2,092万円 4億2,952万円 3億1,505万円 4億2,772万円 2億6,605万円
歳出 6億908万円 3億8,081万円 2億9,704万円 3億8,501万円 1億5,931万円
簡易水道事業特別会計
歳入 - 8,119万円 - - 1億696万円
歳出 - 4,321万円 - - 4,602万円

浮島財産区特別会計
歳入 - - 6,672万円 - 13万円
歳出 - - 6,658万円 - 0円
古渡財産区特別会計
歳入 - - 322万円 - 11万円 
歳出 - - 310万円 - 0円
基幹水利施設管理事業特別会計
歳入 - - - 8,850万円 2,266万円
歳出 - - - 9,614万円 2,211万円

水道事業会計　平成16年度決算額
合併（3月21日）まで
 江戸崎町 新利根町 桜川村 東町 桜川村工業用水
収益的収入 3億4,010万円 2億256万円 1億6,572万円 4億321万円 773万円
収益的支出 2億8,207万円 1億6,940万円 1億4,450万円 3億4,393万円 749万円
資本的収入 6,685万円 1,167万円 828万円 861万円 0円
資本的支出 1億3,698万円 4,551万円 3,497万円 1億1,044万円 484万円
合併（3月22日）～3月31日まで
 江戸崎地区 新利根地区 桜川地区 東地区 工業用水
収益的収入 2,090万円 10万円 591万円 20万円 71万円
収益的支出 4,757万円 2,467万円 1,757万円 2,109万円 4万円
資本的収入 2,419万円 1,500万円 2億995万円 （1,182円） 0円
資本的支出 5,761万円 1,289万円 2億3,688万円 3,263万円 0円
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市
内
の
中
高
生
22
人
が
、
稲
敷

市
青
少
年
親
善
大
使
と
し
て
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。団
員
た
ち
は
、
現
地

の
青
少
年
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
、
11
日
間

の
海
外
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

っ
た
。し
か
し
、
終
わ
っ
て
み

る
と
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
い

う
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
た
。日
本
に
い
た
な
ら
平

凡
な
夏
休
み
を
過
ご
し
て
い
た

だ
ろ
う
が
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
異

国
で
様
々
な
体
験
を
し
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
。言
葉
は
う
ま
く
話

せ
な
く
て
も
、
な
ん
と
な
く
意

思
は
通
じ
合
う
も
の
な
の
だ
。

　
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
世

界
が
少
し
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

は
無
か
っ
た
。た
だ
、
ホ
ス
ト

が
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け
て
く

れ
た
時
に
、
私
た
ち
は
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、

Ｎ
Ｏ
や
Ｏ
Ｋ
ば
か
り
を
言
い
続

け
た
。私
は
何
か
話
さ
な
く
て

は
と
思
っ
た
が
、
頭
の
中
で
英

文
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
考
え
つ
い
た
英
文
が
正

し
い
か
ど
う
か
疑
問
に
思
っ
て

し
ま
い
、
結
局
こ
ち
ら
か
ら
話

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
実
は
、
派
遣
団
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
出
発
す
る
ま
で
は

期
待
よ
り
不
安
の
方
が
大
き
か

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
や
、
映
画
を
見
た
り
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
と
、
毎

日
が
楽
し
く
充
実
し
て
い
た
。

ホ
ス
ト
の
家
で
特
に
何
か
に
困

っ
た
り
不
自
由
に
感
じ
る
こ
と

青少年親善大使派遣団 日程

団　長： 髙城　鎮
指導員： 横田　芳子
　　　： 小貫　達也
団　員： 薄井　基 甲賀あすか 根本　彩花
 髙城　慶治 中村　康人 小島　結子
 中田伊万里 吉村あかり 山本　宏
 大黒　文也 大黒　道也 関谷　哲人
 篠﨑　英喜 吉原　彩実 平良　亮
 佐藤　芽衣 小沼　智仁 松田　麗
 水飼　秋菜 根本　安里 埜口紗友里
 根本莉佳子

青少年親善大使派遣団

月日 研修内容

8月17日
（水）

成田空港からバンク
ーバーへ

8月18日
（木）

〜
8月23日
（火）

サーモンアーム市（そ
の近郊）の各家庭でホ
ームステイ
※ホームステイ期間
中、市役所・学校訪
問、ハウスボート、
ラフティング、さ
よならパーティな
どに参加

8月24日
（水） バンフ市内観光

8月25日
（木）

コロンビア大氷原・
アサバスカ氷河へ
レイクルィーズ見学

8月26日
（金）

〜
8月27日
（土）

空路、帰国の途へ

サーモンアーム市のマクグァイアー公園に旧東町とサーモン
アーム市との友好を記念して、平成10年７月に建設された
日本式四脚門。サーモンアーム市が相互理解を深めるため日
本の象徴として建設を望んだもので、旧東町の５人の建築職
人が、現地で約1ヶ月を費やして完成させました。

友情の門で記念撮影

　

こ
の
夏
、

私
は
カ
ナ
ダ

で
様
々
な
思

い
出
深
い
貴

重
な
体
験
を

す
る
こ
と
が

で
き
た
。

世界が少し身近になった
髙城　慶

よしはる
治さん（東地区）
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カナダ　サーモンアーム市へ
青少年親善大使派遣団

れ
を
告
げ
る
時
に
は
、
大
泣
き

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。お
別
れ

の
と
き
、
み
ん
な
が
私
の
こ
と

を
抱
き
し
め
て
く
れ
ま
し
た
。

で
も
、
抱
き
し
め
て
く
れ
る
た

び
に
、
だ
ん
だ
ん
、
今
ま
で
過

ご
し
て
き
た
７
日
間
の
出
来
事

が
思
い
出
さ
れ
て
…
も
っ
と
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
あ
り

が
と
う
」
と
言
い
た
か
っ
た
け

れ
ど
、
何
も
言
え
ず
に
別
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、
心

の
中
で
は
「
あ
り
が
と
う
」
と

通
じ
合
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
カ
ナ
ダ
の
サ
ー
モ
ン

ア
ー
ム
市
と
い
う
湖
や
自
然
の

キ
レ
イ
な
所
で
、
10
日
間
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
ボ
ー
リ
ン

グ
、
手
の
半
分
以
上
も
あ
る
よ

う
な
大
き
さ
の
ア
イ
ス
を
食
べ

　
カ
ナ
ダ
へ
来
た
ば
か
り
の
私

は
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
く
て
も

心
で
通
じ
る
な
ん
て
嘘
だ
！
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
心
が
伝

わ
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
で
し

た
。滞
在
中
の
７
日
間
、
笑
顔

が
絶
え
な
か
っ
た
の
は
、
心
が

通
じ
合
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
人
達
を
は
じ
め
、

仲
良
く
な
っ
た
全
員
に
お
礼
を

言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

豊かな自然と近代的文明が調和する美しい国、カナダ。夏で
も氷河を抱く高峰、真っ青な湖、どこまでも続く針葉樹の森
といった自然に恵まれた国であり、かつ自然保護に熱心な
国です。この観光の中心地であるバンフから南へ250kmほ
ど下ったところにサーモンアーム市があります。

サーモンアームってどんな所？

　
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
と
の
交

流
は
、
旧
東
町
（
当
時
は
東
村
）

が
平
成
２
年
に
姉
妹
都
市
の
調

印
を
行
い
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
毎
年
の
よ
う
に
使
節
団

の
派
遣
と
受
入
を
行
い
、
異
文

化
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

15
年
に
も
お
よ
ぶ
姉
妹
都
市
交

流
事
業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
友
情
の
門
や
友
情
の

家
の
建
設
な
ど
も
行
わ
れ
、
姉

妹
都
市
交
流
に
関
わ
っ
た
方
は
、

両
市
町
で
５
０
０
人
を
超
え
る

数
と
な
り
、
深
い
信
頼
関
係
が

築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
稲
敷
市
と
し
て
、
交

流
を
深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

た
り
と
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ

中
は
楽
し
い

こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

　
そ
れ
だ
け

に
、
い
ざ
別

海外にホームステイをして
根本　安

あんり
里さん（桜川地区）
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在
調
査
中
で
す
。対
象
施
設
が

判
明
し
た
場
合
は
、
適
切
な
除

去
、
封
じ
込
め
等
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で

発
症
す
る
病
気

ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被
害
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
を
取
り
扱
っ
て
か

ら
長
い
年
月
を
経
て
出
て
き
ま

す
。仕
事
を
通
し
て
ア
ス
ベ
ス

ト
を
扱
っ
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
扱
っ
て
い
た
方
は
、
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。ま
た
労
働
安

全
衛
生
法
に
よ
り
、
事
業
主
は

労
働
者
の
健
康
診
断
の
実
施
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
吸
入
に
よ
り

発
生
す
る
疾
病
は
、
主
に
次
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。労
働
基
準

監
督
署
の
認
定
を
受
け
、
業
務

上
疾
病
と
さ
れ
る
と
、
労
災
保

険
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

①
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）肺

肺
が
線
維
化
し
て
し
ま
う
肺
線

維
症
（
じ
ん
肺
）
と
い
う
病
気

の
一
つ
で
す
。

　
職
業
上
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
塵
を

10
年
以
上
吸
入
し
た
労
働
者
に

ア
ス
ベ
ス
ト
っ
て

何
だ
ろ
う
？

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
天
然
に
産
す

る
繊
維
状
け
い
酸
塩
鉱
物
で

「
せ
き
め
ん
」「
い
し
わ
た
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。そ
の
繊
維

が
極
め
て
細
い
た
め
、
研
磨
機
、

切
断
機
な
ど
の
施
設
で
の
使
用

や
吹
き
付
け
石
綿
な
ど
の
除
去

等
に
お
い
て
所
要
の
措
置
を
行

わ
な
い
と
石
綿
が
飛
散
し
て
吸

入
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
以
前
は
ビ
ル
等
の
建
築
工
事

に
お
い
て
、
保
温
断
熱
の
目
的

で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吹
き
付
け
る

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
50
年
に
原
則
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。ス
レ
ー
ト
材
、
ブ
レ
ー

キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
や
ブ
レ
ー
キ
パ

ッ
ド
、防
音
材
、断
熱
材
、保
温

材
な
ど
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
こ
に
あ

る
こ
と
自
体
が
直
ち
に
問
題
な

の
で
は
な
く
、
飛
び
散
る
こ
と
、

吸
い
込
む
こ
と
が
問
題
と
な
る

た
め
、
予
防
や
飛
散
防
止
対
策

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。市

内
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
現

起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
潜
伏
期

間
は
15
年
〜
20
年
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
肺
が
ん

ア
ス
ベ
ス
ト
が
肺
が
ん
を
起
こ

す
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
十
分
に

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
肺

細
胞
に
取
り
込
ま
れ
た
石
綿
繊

維
の
主
に
物
理
的
刺
激
に
よ
り

発
生
す
る
と
さ
れ
、
潜
伏
期
間

が
15
年
〜
40
年
の
期
間
が
あ
り
、

喫
煙
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
悪
性
中
皮
腫

肺
を
取
り
囲
む
胸
膜
、
肝
臓
や

胃
な
ど
の
臓
器
を
囲
む
腹
膜
、

心
臓
及
び
大
血
管
の
起
始
部
を

覆
う
心
膜
等
に
で
き
る
悪
性
の

腫
瘍
で
す
。若
い
時
期
に
ア
ス

ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
方
の
ほ

う
が
悪
性
中
皮
腫
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
知
ら
れ
、
潜
伏
期
間

が
20
年
〜
50
年
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ

量
と
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
の

発
病
と
の
間
に
は
相
関
関
係
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
短
期

間
の
低
濃
度
ば
く
露
に
お
け
る

発
が
ん
の
危
険
性
に
つ
い
て
は

不
明
な
点
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。現
時
点
で
は
、
ど
れ
く

ら
い
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
え
ば
、

中
皮
腫
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い

込
ん
だ
可
能
性
の
あ
る
方
で
呼

吸
困
難
、
咳
、
胸
痛
な
ど
の
症

状
が
あ
る
方
、
そ
の
他
特
に
ご

心
配
な
方
は
次
ペ
ー
ジ
の
労
災

病
院
等
の
専
門
医
療
機
関
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る

健
康
相
談
窓
口

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
健
康
上

の
相
談
を
竜
ヶ
崎
保
健
所
に
お

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

竜
ヶ
崎
保
健
所
（
〒
３
０

１
‐
０
８
２
２　
龍
ヶ
崎
市

２
９
８
３
‐
１
）☎
０
２
９

７
‐
６
２
‐
２
１
６
１
※

相
談
時
間
：
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

アスベスト相談窓口
不安を感じたらご相談ください

クリソタイル（白石綿）
岩手県釜石市両石町産
（写真提供：産総研地質標本館
所蔵標本 M11217）
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労
災
補
償
等
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口

ア
ス
ベ
ス
ト
を
製
造
・
取
扱
う

業
務
に
従
事
し
て
い
た
方
に
対

す
る
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
、

労
働
者
に
対
す
る
健
康
診
断
、

労
災
補
償
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
、
ご
相
談
は
左
記
の
労

働
基
準
監
督
署
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

竜
ヶ
崎
労
働
基
準
監
督
署

（
〒
３
０
１
‐
０
０
０
５
龍

ヶ
崎
市
川
原
代
町
４
‐
６
３

３
６
‐
１
）
☎
０
２
９
７

‐
６
２
‐
３
３
３
１
※
相

談
時
間
：
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ

れ
て
い
る
の
？

建
築
物
に
お
い
て
は
、
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
鉄
骨
の
耐
火

被
覆
材
と
し
て
、
ま
た
、
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
ん
だ
セ
メ
ン
ト
を

板
状
に
固
め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー

ド
等
が
、屋
根
材
、壁
財
、天
井

材
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
お
お

よ
そ
の
施
工
部
位
の
例
は
右
表

の
と
お
り
で
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
の
繊
維

が
空
気
中
に
浮
遊
し
た
状
態
に

あ
る
と
危
険
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。露
出
し
て
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
場
合
、
劣
化
等
に
よ
り
そ

の
繊
維
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
が
、
板
状
に
固
め
た

ス
レ
ー
ト
等
か
ら
は
、
通
常
の

使
用
状
態
で
は
、
繊
維
が
飛
散

す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
塗
装
等
の
通
常

の
維
持
管
理
を
適
正
に
行
っ
て

い
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス

ト
が
使
用
さ
れ
た
期
間
は
、
お

お
む
ね
昭
和
30
年
頃
か
ら
昭
和

50
年
頃
ま
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
吹
き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
は

昭
和
55
年
頃
ま
で
で
す
。

※
そ
の
他
、
部
材
等
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
混
入
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
販
売
業
者

や
工
事
業
者
、
メ
ー
カ
ー
に
直

接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

専
門
の
分
析
機
関
、

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
業
者

専
門
の
分
析
機
関
に
つ
い
て
は
、

（
社
）
日
本
作
業
環
境
測
定
協

会
の
会
員
事
業
所
に
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
に
つ
い

て
は
、
吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

粉
じ
ん
飛
散
防
止
技
術
に
つ
い

て
（
財
）
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
審
査
証
明
さ
れ
た
工
法

が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

分
析
、
除
去
等
に
つ
い
て
専
門

機
関
の
問
い
合
わ
せ
先
を
知
り

た
い
場
合
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
環
境
係

☎
０
２
９
‐
８
９
４
‐
２
３
２

７（
直
通
）

施工部位 アスベスト含有建築材料の種類

天井/壁（内装材） スレートボード、けい酸カルシウム板第１種、
 パルプセメント板
天井/床（吸音断熱材） 石綿含有ロックウール吸音天井板、石綿含有吹き付け材
天井結露防止材 屋根折板用断熱材、石綿含有吹き付け材
床材 ビニル床タイル、フロア材
外壁/軒天（外装材） 窯業系サイディング、スラグ石こう板、押出成型セメント板、
 スレートボード、スレート波板、けい酸カルシウム板第１種
耐火被覆材 吹き付け石綿、石綿含有吹き付けロックウール、
 石綿含有耐火被覆板、けい酸カルシウム板第２種
屋根材 スレート波板、住宅屋根用化粧スレート
煙突材 石綿セメント円筒、石綿含有煙突断熱材

建築物における施工部位の例

専
門
医
療
機
関

ア
ス
ベ
ス
ト
の
特
殊
検
診
、
診

断
、
治
療
が
可
能
な
県
内
の
労

災
病
院
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、
左
記
の
近
県
労
災
病
院
で

は
、
石
綿
ば
く
露
歴
の
あ
る
方
、

そ
の
家
族
の
方
々
及
び
開
業
医

等
か
ら
診
断
・
治
療
・
健
康
診

断
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

病院名 住所 電話番号

千葉労災病院 〒290-0003 市原市辰巳台東2-16 0436-74-1111
東京労災病院 〒143-0013 東京都大田区大森南4-13-21 03-3742-7301
関東労災病院 〒211-8510 川崎市中原区木月住吉町1-1 044-411-3131
横浜労災病院 〒222-0036 横浜市港北区小机町3211 045-474-8111

専門医療機関
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乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
引
上
げ

少
子
化
対
策
の
充
実
の
た
め
、

乳
幼
児
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し

子
育
て
家
庭
へ
の
医
療
費
軽
減

を
図
り
ま
す
。

４
歳
未
満
児

未
就
学
児（
小
学
校
入
学
直

前
の
３
月
31
日
ま
で
）

※
対
象
者
の
方
に
は
事
前
に
お

知
ら
せ
の
葉
書
を
差
上
げ
て
い

ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
は
申
請

を
お
忘
れ
な
く
。

自
己
負
担
の
導
入

介
護
保
険
や
老
人
医
療
に
お
い

て
も
食
事
の
自
己
負
担
は
も
と

よ
り
、
医
療
に
つ
い
て
も
一
部

自
己
負
担
を
求
め
て
い
ま
す
。

他
の
公
費
負
担
制
度
と
の
均
衡

を
図
り
、
マ
ル
福
制
度
の
安
定

し
た
運
営
を
保
つ
た
め
、
受
給

者
に
も
無
理
の
な
い
範
囲
内
で

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

○
乳
幼
児
＝
出
生
の
日
か
ら
小

学
校
入
学
直
前
の
３
月
31
日

ま
で

○
母
子
・
父
子
＝
父
親（
ま
た
は

母
親
）の
い
な
い
家
庭
で
、18

歳
未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て

い
る
母
親
（
ま
た
は
父
親
）
お

よ
び
そ
の
子
供
※
子
が
18
歳

に
な
る
学
年
ま
で
（
重
度
障

害
者
の
場
合
は
20
歳
ま
で
）

○
妊
産
婦
＝
妊
娠
届
出
日
（
母

子
健
康
手
帳
交
付
日
）
の
月
の

初
日
か
ら
出
産
の
翌
月
末
日

ま
で

○
重
度
障
害
＝
条
件
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

医
療
福
祉
請
求
書
（
ピ
ン

ク
の
用
紙
）お
よ
び
、
妊
産

婦
医
療
福
祉
費
支
給
申
請

書
（
水
色
の
用
紙
）
は
、
11

月
診
療
分
か
ら
変
わ
り
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
も
お

近
く
の
総
合
窓
口
課
（
桜

川
庁
舎
は
保
険
課
）
に
て
お

受
取
り
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
医
療
福
祉
係

☎
０
２
９-

８
９
２-

２
０
０

０（
内
線
４
６
０
０
・
４
６
０
６
）

マル福制度の改正
11月1日診療分から改正されます

区分
外来 入院 食事療養費標準負担額

現在 改正 現在 改正 現在 改正

乳幼児
１日：500円
月２回限度

１日：600円
月２回限度 なし

１日：300円
月3000円限度 なし

１日
一般＝780円
非課税＝650
～300円

母子・父子

妊産婦

重度障害 なし なし なし

※重度障害の方は、平成17年11月～平成19年3月まで食事療養費標準負担額の2分の1を助成し、
　平成19年4月からは助成が廃止されます。

自己負担の改正点
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11月、児童虐待防止推進月間
子どもにとって有害なら、それは虐待です

だ
け
が
う
ま
く
子
育
て
で
き
て

い
な
い
」「
私
に
は
、
親
の
資
格

が
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
理
由

が
重
な
っ
て
虐
待
は
起
き
ま

す
。し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
お
母
さ
ん
が
陥
り
や
す
い

思
い
込
み
で
す
。

　
子
育
て
は
一
人
で
は
出
来
ま

せ
ん
。一
人
で
抱
え
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
、
子
ど
も
に
当
た
る
。こ
の

悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
虐
待
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
周
囲
の

理
解
と
適
切
な
協
力
が
絶
対
に

必
要
な
の
で
す
。

お
母
さ
ん
、
も
う
一
人

で
悩
ま
な
い
で

お
母
さ
ん
ば
か
り
責
め
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
お
母
さ
ん
に
も
言

い
分
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
毎

日
子
ど
も
と
だ
け
の
生
活
、
誰

だ
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
あ
た
り

ま
え
」「
子
ど
も
さ
え
い
な
け

れ
ば
、
も
っ
と
違
う
人
生
あ
っ

た
は
ず
」「
夫
と
の
合
意
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
な
の
に
、
ど
う

し
て
夫
は
知
ら
ぬ
顔
」
そ
ん
な

子
育
て
の
悩
み
を
、
相
談
で
き

る
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
？
あ
な
た
の
本
音
を
思
い

切
り
電
話
で
ぶ
つ
け
て
み
ま
し

ょ
う
。本
音
を
言
っ
て
初
め
て
、

子
ど
も
の
つ
ら
い
気
持
ち
も
わ

か
る
は
ず
で
す
。

　
虐
待
で
傷
つ
く
の
は
、
子
ど

も
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
し
た

あ
な
た
も
傷
つ
い
て
い
る
は
ず

で
す
。こ
れ
以
上
子
ど
も
を
傷

つ
け
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
こ

れ
以
上
あ
な
た
が
傷
つ
か
な
い

た
め
に
。相
談
室
や
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
、
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

孤
立
し
た
親
子
を

見
か
け
た
ら
…

　
あ
な
た
の
周
り
に
気
に
か
か

る
親
子
が
い
た
ら
、
そ
の
情
報

を
迷
わ
ず
に
稲
敷
市
福
祉
事
務

所
・
児
童
相
談
所
・
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
相
談

（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。関
係

機
関
と
の
適
切
な
連
携
に
基
づ

く
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
虐
待
は
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
起

き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
何

よ
り
も
子
ど
も
の
立
場
が
最
優

先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。厚
生
労
働
省
で
は
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
次
の

五
か
条
の
実
行
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）《
通
告

は
義
務
＝
権
利
》

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言

い
訳
《
子
ど
も
の
立
場
で
判

断
》

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

《
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か

ら
即
実
行
》

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場《
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
》

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

起
こ
り
う
る
《
特
別
な
こ
と

で
は
な
い
》

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
☎

０
２
９
７
‐
８
７
‐
３
２
４
７

稲敷市福祉事務所家庭相談室 0297-87-3247
福祉相談センター 029-221-4992
土浦児童相談所 029-821-4595
いばらき虐待ホットライン（24時間対応） 0293-22-0293

ご相談・連絡先

児
童
虐
待
と
は
？

親
や
親
に
か
わ
る
養
育
者
な
ど

が
、
子
ど
も
に
対
し
て
行
う
次

の
行
為
を
い
い
ま
す
。

身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
け
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
異
物
を
飲
ま
せ

る
、戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

性
的
虐
待
＝
子
ど
も
へ
の
性

交
、
性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
子

ど
も
を
強
要
す
る
な
ど

の
差
別
的
な
扱
い
な
ど

虐
待
は
、

な
ぜ
起
こ
る
？

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
少

な
か
ら
ず
み
ん
な
悩
ん
で
い
ま

す
。「
他
の
お
母
さ
ん
は
完
璧

に
育
児
を
し
て
い
る
」「
自
分

心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る

お
ど
し
、脅
迫
、無
視
、兄
弟
間

資
料
提
供
：
厚
生
労
働
省

ネ
グ
レ
ク
ト
（
教
育
の
拒
否
・

放
置
）
＝
家
に
閉
じ
こ
め
る
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
、
適
切
な
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車
や
家

に
置
き
去
り
に
す
る
な
ど
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市
と
し
て
は
第
１
回
目
と
な
る

「
稲
敷
市
敬
老
会
」
が
9
月
19

日
、
江
戸
崎
体
育
館
で
開
か
れ
、

１
２
６
４
名
の
お
年
寄
り
が
元

気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
敬
老
会
へ
は
市
内
に
住
む
75

歳
以
上
の
お
年
寄
り
５
８
８
５

名
を
招
待
。市
内
の
最
高
齢
者

は
女
性
で
、
１
０
５
歳
を
迎
え

た
櫻
井
こ
う
さ
ん
（
寺
内
）。男

性
は
１
０
０
歳
を
迎
え
た
山
田

國
太
郎（
阿
波
）さ
ん
で
す
。

　
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高

 

105
歳 

櫻
井
こ
う（
寺
内
）

 

100
歳 

宮
本
ナ
ヲ（
和
田
）

 

100
歳 

篠
田
ま
さ（
堀
川
）

 

100
歳 

浅
野
イ
シ（
上
之
島
）

 

100
歳 

山
田
國
太
郎（
阿
波
）

 

100
歳 

大
越
き
ん（
幸
田
）

 

99
歳 

大
塚
み
い（
九
軒
）

 

99
歳 

菅
原
し
ま（
上
蒲
ケ
山
）

 

99
歳 

淺
野
て
る（
上
蒲
ケ
山
）

 

99
歳 

坂
本
ま
さ（
八
筋
川
）

 

99
歳 

松
浦
サ
ク（
九
軒
）

 

98
歳 

千
田
正
光（
岡
）

 

98
歳 

吉
岡
勝（
下
君
山
）

 

98
歳 

坂
本
文
一（
馬
渡
）

 

98
歳 

飯
嶋
隣
平（
甘
田
）

 

98
歳 

宮
崎
志
ま（
寺
内
）

 

97
歳 

坂
本
ナ
ヲ（
西
代
）

 

97
歳 

黒
田
せ
つ（
東
前
原
）

 

97
歳 

田
村
喜
三
郎（
寺
内
）

 

97
歳 

田
邊
千
代
子（
寺
内
）

 

97
歳 

吉
田
さ
じ（
阿
波
）

 

97
歳 

江
寺
テ
ル（
上
須
田
）

 

97
歳 

足
立
は
る（
上
蒲
ケ
山
）

 

97
歳 

平
山
し
ん（
阿
波
）

 

97
歳 

大
久
保
与
七（
門
前
第
一
）

稲敷市長寿者ランキング発表！
最高齢者は105歳の櫻井こう（寺内）さん

 

97
歳 

酒
井
尚
一（
小
羽
賀
）

 

97
歳 

奥
山
光
春（
本
新
）

 

97
歳 

坪
井
な
を（
伊
佐
津
）

 

97
歳 

黒
田
守（
東
前
原
）

 

97
歳 

野
口
ミ
サ
ヲ（
田
宿
）

 

96
歳 

南
房
ト
メ（
桜
川
本
宿
）

 

96
歳 

坂
本
丘（
馬
渡
）

 

96
歳 

原
正
江（
四
箇
）

 

96
歳 

清
水
ヨ
シ（
町
田
）

 

96
歳 

大
竹
雄
二（
阿
波
）

 

96
歳 

長
嶺
と
し（
上
蒲
ケ
山
）

 

96
歳 

椎
野
モ
ト（
町
田
）

 

96
歳 

石
井
静
子（
下
蒲
ケ
山
）

 

96
歳 

堀
越
マ
ツ（
幸
田
）

 

96
歳 

庄
司
つ
る（
桑
山
）

 

96
歳 

中
澤
ふ
じ（
椎
塚
）

 

96
歳 

岩
崎
は
る（
福
田
）

 

96
歳 

坂
本
正（
四
箇
）

 

96
歳 

長
妻
か
ね（
手
賀
組
新
田
）

 

96
歳 

小
菅
き
ぬ（
飯
出
）

 

96
歳 

永
長
き
く
い（
太
田
上
）

 

96
歳 

吉
岡
す
み
い（
下
君
山
）

 

96
歳 

大
野
き
よ（
清
久
島
）

平
成
17
年
度
稲
敷
市
長
寿
者

敬
称
略
。平
成
17
年
10
月
1
日
現

在
で
96
歳
以
上
の
方
を
掲
載
。

齢
者
の
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

市
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
、
来

賓
祝
辞
、
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
演
芸
の
部
が
行
わ

れ
、
市
文
化
協
会
の
加
入
団
体

に
よ
る
芸
能
や
有
名
芸
能
人
に

よ
る
公
演
が
披
露
さ
れ
、
お
年

寄
り
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
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topics

稲
敷
市
内
の
各
保
育
所
、
園
へ

の
入
所
申
込
み
を
次
の
要
領
で

受
付
け
ま
す
の
で
、
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
期
間
内
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
用
紙
は
、
児
童
福

祉
課
・
各
総
合
窓
口
課
で
随
時

配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間
：
12
月
１
日（
木
）か

ら
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
※
土
・

日
を
除
く
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

受
付
場
所
：
稲
敷
市
役
所
各
総

合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童

福
祉
課
）

入
所
基
準
：
稲
敷
市
内
在
住
者

で
０
歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
児
童
で
、
保
護
者
が
労
働
ま

た
は
疾
病
に
よ
り
、
か
つ
同
居

の
親
族
、
そ
の
他
の
者
が
当
該

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
役
所
児
童
福
祉
課
☎

０
２
９
７
‐
８
７
‐
３
２
４
７

保
育
所
入
所
案
内

平
成
18
年
度

保育所名  所在地 電話番号 定員
市立江戸崎第一保育所 椎塚1168 029-892-2246 80人
市立江戸崎第二保育所 江戸崎乙482-1 029-892-4094 140人
市立桜川保育所 古渡297-1 029-894-3703 70人
私立江戸崎保育園 江戸崎乙1258 029-892-2670 60人
私立新利根つばさ保育園 角崎1578-2 0297-87-3600 120人
私立幸田保育園 幸田1349 0299-79-2296 90人

お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！

10
月
31
日
ス
タ
ー
ト

相
談
者
か
ら
の
電
話
を
全
国
の

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の

う
ち
、
回
線
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
つ
な
ぐ
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
が
10
月
31
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。通
話
料
金
は

一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
接

続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
電
話
機
の
設
定
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な

ど
電
話
機
に
よ
っ
て
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。お
手
数
で
す
が

他
の
電
話
機
で
お
か
け
直
し
頂

く
か
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金

相
談
☎
０
５
７
０
‐
０
５

‐
１
１
６
５

○
年
金
を
受
け
て
い
る
方

の
年
金
相
談
☎
０
５
７
０

‐
０
７
‐
１
１
６
５

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

　
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の

申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
、
１
年
間
に
納

付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）が
、社
会
保
険
庁
か
ら
毎

年
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
以

降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

２
月
初
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
手

続
き
の
時
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
や
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
‐
８
２
４
‐
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
‐
８
９
２

‐
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

お気軽にご相談ください　年金相談と徴収
日時：11月22日（火）　午前10時～午後3時30分
場所：江戸崎庁舎　2階　北会議室
持参するもの：年金相談の方＝年金手帳・年金証書（受給者の
み）・保険証・印かん・職歴メモなど／年金納付の方＝土浦社
会保険事務所から送付された納付書・納付金額（はがき）など



広報稲敷平成17年11月号　14

男ひ
と
と
女ひ
と
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

土
砂
災
害
に
備
え
よ
う
！

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や
財
産
を

奪
う
土
砂
災
害
。ま
さ
か
に
備

え
て
み
な
さ
ん
の
家
の
ま
わ
り

に
あ
る
危
険
箇
所
を
把
握
し
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
に
つ
い

て
普
段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
く

こ
と
、
ま
た
ス
ム
ー
ズ
な
避
難

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
ぐ

る
み
で
災
害
に
備
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

茨
城
県
で
は
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
地
域
を
調
査
し
、
公

表
し
て
い
ま
す

　
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
を
表

示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
県

庁
河
川
課
、
土
木
事
務
所
な
ど

で
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/doboku/
01class/class06/dosya

気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
危
険

を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま

し
ょ
う

　
土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
は
雨

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。一
人

ひ
と
り
が
気
象
情
報
に
注
意
し
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て

伝
え
ら
れ
る
気
象
情
報
の
ほ
か

に
、
次
の
よ
う
な
雨
量
や
河
川

の
水
位
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
は
前
ぶ
れ
が
あ
り

ま
す

・
山
鳴
り
や
立
ち
木
が
裂
け
る

音
、
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
流
れ

る
音
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に

川
の
水
位
が
下
が
る

・
崖
か
ら
水
が
湧
き
出
し
た
り
、

亀
裂
が
入
っ
た
り
す
る
。

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た

り
、
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出

し
た
り
す
る
。

・
川
の
水
が
濁
っ
た
り
、
流
木

が
混
ざ
り
始
め
た
り
す
る
。

　
強
い
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き

に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
っ
た

ら
、
土
砂
災
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。周
り
の
人
に

声
を
か
け
、
直
ち
に
安
全
な
場

所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
４
）

茨城県河川課テレフォンサービス
☎029-301-6315
国土交通省「川の防災情報」
インターネット　http://www.river.go.jp/
i モード　http://i..river.go.jp/
水戸地方気象台
インターネット　http://www.tokyo-jma.go.jp/home/mito/

県
で
は
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
「
県
南
地
域
男ひ
と

と

女ひ
と
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
世
代
を
越
え
て
実
践
し
よ

う
〜
男
女
共
同
参
画
の
風
い
ま

稲
敷
か
ら
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
霞
ヶ
浦
高
等

学
校
演
劇
部
に
よ
る
寸
劇
や
、

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
米

沢
富
美
子
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「
人
生
、
い
つ
ま
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
〜
21
世
紀
の
科
学
と
人
類

〜
」な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
、

市
内
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
農

産
物
な
ど
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
程
：
11
月
26
日（
土
）午
後
１

時
15
分
〜
４
時

場
所
：
稲
敷
市
あ
ず
ま
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

申
込
：
秘
書
広
聴
課
へ
電
話
で

申
込
む

締
切
：
11
月
14
日（
月
）

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内

線
２
４
０
３
）
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企
画
展
、
お
す
も
う
さ
ん
の
お
洒
落

歴
史
民
俗
資
料
館
で
11
月
30
日
ま
で

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

企
画
展
「
お
す
も
う
さ
ん
の
お

洒
落
」を
開
催
し
ま
す
。

　
稲
敷
市
の
出
身
で
あ
る
第
７

日
常
の
愛
用
品
を
通
じ
て
彼
ら

の
「
粋
」
の
心
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。

現
代
の
角
界
に
も
脈
々
と
伝
え

ら
れ
て
い
る「
粋
」の
心
は
、江

戸
庶
民
の
文
化
と
し
て
愛
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
の

私
た
ち
に
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
今
回
、
稲
妻
雷
五
郎
が
使
用

し
た
横
綱
化
粧
廻
し
の
実
物
が

里
帰
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
郷
土
の
偉
人
・
稲

妻
雷
五
郎
と
相
撲
に
つ
い
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
も
な
展
示
品

稲
妻
雷
五
郎
使
用
の
刀
・
大
扇

子
、谷
風
梶
之
助
使
用
の
帷
子・

革
足
袋
・
印
籠
・
矢
立
、
雷
電

為
右
衛
門
使
用
の
道
中
羽
織
・

裃
・
煙
管
・
煙
草
入
れ
、
武
双

山
正
士
使
用
の
化
粧
廻
し
な
ど
。

日
程
：
11
月
１
日
（
火
）
か
ら

11
月
30
日（
水
）

休
館
日
：
月
曜
、11
月
23
日

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
‐
７
９
‐
３
２
１

１

代
横
綱
稲

妻
雷
五
郎

は
、
史
上

稀
な
強
豪

力
士
で
あ

っ
た
ば
か

り
で
な
く
、

相
撲
道
の

発
展
を
願

い
『
相
撲

訓
』
を
著

し
、
俳
諧

を
好
み
、

作
刀
の
向

槌
を
振
る

う
な
ど
風

雅
の
道
に

通
じ
て
い

た
と
い
わ

れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で

本
企
画
展

で
は
、
古

今
の
力
士

の
装
束
や

市
立
図
書
館
で
は
、
文
学
に
ゆ

か
り
の
あ
る
土
地
を
尋
ね
て
、

よ
り
深
く
文
学
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
お
う
と
「
文
学
散
歩
」

を
行
い
ま
す
。

　
今
回
訪
れ
る
の
は
群
馬
県
の

富
弘
美
術
館
で
す
。不
慮
の
事

故
で
重
度
の
障
害
を
お
っ
て
し

ま
っ
た
著
者
が
、
筆
を
口
に
加

え
て
描
い
た
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。生
き
る
喜
び
を
教

え
て
く
れ
る
「
星
野
富
弘
」
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程
：
11
月
30
日（
水
）午
前
７

時
30
分
、図
書
館
出
発

場
所
：
富
弘
美
術
館（
群
馬
県
）

対
象
：
市
内
在
住
の
方
。定
員

40
名

参
加
費
：
一
人
２
０
０
０
円

（
昼
食
代
、入
館
料
込
み
）

申
込
：
往
復
は
が
き
に
、
必
要

事
項
（
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
）
を
記
入
し
て
図
書

館
ま
で
。

締
切
り
：
11
月
17
日
（
木
）（
当

日
消
印
有
効
）。１
枚
の
は
が
き

で
２
名
ま
で
申
込
み
可
。複
数

の
申
込
は
不
可
。

「
文
学
散
歩
」
参
加
者
募
集

富
弘
美
術
館
を
見
学

※
保
険
加
入
の
た
め
代
理
参
加

は
不
可
。応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
。結
果
は
後
日
連
絡
。公

開
抽
選
を
11
月
20
日（
日
）図
書

館
で
行
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
立
図
書
館
文
学
散
歩

係
☎
０
２
９
９
‐
７
９
‐
３
１

１
１
〒
３
０
０
‐
０
７
３
６
稲

敷
市
八
千
石
１
８
‐
１

富
弘
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tom

ihiro.jp/
index.htm

l
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市
で
は
、
心
な
い
ご
み
の
不
法

投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
市
内
の
不

法
投
棄
の
多
い
20
数
か
所
へ
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
監
視
カ
メ
ラ
か
ら
の
映
像
は
、

市
役
所
で
24
時
間
体
制
で
モ
ニ

タ
ー
し
て
お
り
、
も
し
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
こ
の

映
像
か
ら
投
棄
し
た
者
を
割
り

出
し
ま
す
。

　
近
年
増
え
続
け
る
不
法
投
棄

で
す
が
、
何
よ
り
効
果
的
な
の

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
監
視
で
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
生
活
環
境
課
ま
た
は
警
察

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
‐
８
９
２
‐
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
２
） 許

さ
な
い

不
法
投
棄

ゴ
ミ
収
集
指
定
袋
が
変
わ
り
ま
す

購
入
価
格
は
変
わ
り
ま
せ
ん

ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
分
別
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
ご
み
を
集

積
所
に
出
す
際
に
は
、
指
定
の

袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
袋
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
、
表
面
の
印
刷
部
分
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
購
入
価
格
は
今
ま
で
ど
お
り

で
す
。な
お
、
新
し
い
指
定
袋

は
、
順
次
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で

す
。

変
更
点
：
袋
の
表
面
に
、
ご
み

の
種
類
を
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト
で

表
示
し
、
ご
み
の
出
し
方
を
加

え
ま
し
た
。

※
今
ま
で
の
指
定
袋
は
、
従
来

ど
お
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

☎
０
２
９
‐
８
９
２
‐
２
８
４

１

助
役

　
大
貫 

勇（
中
山
）

こ
の
た
び
、
市
長
の
ご
推
薦
と

市
議
会
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、

稲
敷
市
の
助
役
に
就
任
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。誠
に
身
に
余

る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
職
務
と
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
稲
敷
市
ま
ち

づ
く
り
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、

市
長
の
補
佐
役
と
し
て
最
善
の

努
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

特
別
職
紹
介

市
の
助
役
・
収
入
役
が
就
任
し
ま
し
た

収
入
役

　
根
本
忠
幸（
伊
佐
部
）

こ
の
た
び
、
不
肖
私
が
議
会
の

み
な
さ
ま
の
ご
同
意
を
い
た
だ

き
、
収
入
役
と
い
う
市
政
の
要

職
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い

て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
金
の
管
理
者
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
今
日
ま

で
の
行
政
経
験
を
活
か
し
て
、

市
政
の
進
展
、
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
助
役
と
収
入

役
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
10
月
１
日
よ

り
就
任
し
ま
し
た
。
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ま
た
、
平
日
に
は
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で
相
談

を
受
付
け
ま
す
。

「
全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」

日
時
：
11
月
20
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
／
相
談
番
号
：

０
２
９
‐
２
３
１
‐
５
６
３
９

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

日
時
：
平
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
／

相
談
番
号
：
０
２
９
‐
２
３
１

‐
５
６
３
９

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９

１
９県

の
最
低
賃
金
が
改
訂

茨
城
労
働
局
で
は
、
県
内
の
全

て
の
産
業
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
最
低
賃
金
を
、
10
月
１
日

か
ら
６
５
１
円（
引
き
上
げ
額
３

円
）に
改
定
し
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
と
は
、
会
社
が
従

業
員
に
支
払
う
賃
金
の
最
低
限

度
額
を
定
め
た
制
度
で
、
会
社

は
従
業
員
に
対
し
て
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６

２
１
６

卒
以
上
（
社
会
人
含
む
）
／
試

験
：
11
月
18
日（
金
）

●
茨
城
県
立
鹿
島
産
業
技
術
専

門
学
院
☎
０
２
９
９
‐
６
９
‐

１
１
７
０

自
衛
隊
生
徒
募
集

中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
へ

　
自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部
で

は
、
来
年
度
の
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
、

３
年
間
の
教
育
終
了
時
に
は
高

卒
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

受
付
：
11
月
１
日（
火
）〜
来
年

１
月
10
日（
火
）ま
で
／
資
格
：

中
卒（
見
込
）17
歳
未
満
の
男
子

／
試
験
：
１
次
＝
１
月
14
日

（
土
）、
２
次
＝
１
月
27
日
（
金
）

か
ら
30
日（
月
）ま
で
の
１
日

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部
龍

ヶ
崎
事
務
所
☎
０
２
９
７
‐
６

４
‐
３
３
５
１
hpwww.ibaraki.

plo.jda.go.jp

鹿
島
産
業
技
術

専
門
学
院

県
立
鹿
島
産
業
技
術
専
門
学
院

で
は
、
来
年
度
の
専
門
コ
ー
ス

（
機
械
技
術
科
、
電
気
工
事
科
、
木

造
建
築
科
、測
量
・
設
計
科
）の
学

院
生
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
：
10
月
31
日（
月
）〜
11
月

11
日
（
金
）
／
応
募
資
格
：
高

募集

bo

農
薬
の
使
用
は
…
…

農
薬
は
、
農
業
生
産
の
安
定
に

必
要
な
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
が
、
使
用
や
保
管
の

方
法
を
間
違
え
る
と
、
中
毒
事

故
や
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
薬
を
使
う
場
合
は
、
容
器

に
書
か
れ
て
い
る
表
示
事
項
を

よ
く
読
み
、
安
全
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、
農
薬
を
散

布
す
る
場
合
は
周
辺
の
住
民
や

環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
市
産
業
振
興
課
農
林
水

産
係
☎
０
２
９
９
‐
７
８
‐
３

３
８
５

個
人
事
業
税
は

期
限
内
に

11
月
は
個
人
事
業
税
（
定
期
課

税
分
）
の
第
２
期
分
の
納
付
時

期
で
す
。

　
11
月
中
旬
に
県
税
事
務
所
か

ら
納
付
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
金
融
機
関
、
ま
た
は

県
税
事
務
所
で
納
期
内
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
稲
敷
県
税
事
務
所
課

税
第
一
課
☎
０
２
９
‐
８
９
２

‐
６
１
１
４

いろ
いろ

ir

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
統
計
係
☎
０

２
９
‐
８
９
２
‐
２
６
４
９

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」の
期
間
中
（
毎
年
11
月

12
日
か
ら
25
日
ま
で
）
の
11
月
20

日
（
日
）
に
、「
全
国
一
斉
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開

設
し
ま
す
。職
場
の
男
女
差
別

や
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
な
ど
、
女
性

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
へ

ご
協
力
を

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。こ

の
調
査
は
製
造
事
業
所
を
対
象

と
し
た
調
査
で
、
今
年
12
月
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
会
社
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
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職
員
人
事

退
職（
９
月
30
日
付
）

参
事
・
大
貫
勇

課
長
・
根
本
忠
幸

異
動（
10
月
１
日
発
令
）

■
社
会
福
祉
課
＝
高
田
賢
一

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
）
■
派
遣

＝
稲
敷
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

子育てカレンダー
☎地域子育て支援センター（新利根つばさ保育園内tel.0297-87-3600）
日程 内容 会場 定員
11月1日（火） お店屋さん作り（0～1歳） ふ 15組
11月4日（金） お店屋さん作り（1～2歳半） ふ 15組
11月8日（火） 手作りおやつ講座（1歳～） ふ 12組
11月10日（木） お店屋さん作り（2歳半～） ふ 15組
11月22日（火） 伝承遊び講座＆サロンの日（0歳～） ふ 15組
11月24日（木） お店屋さんごっこ（0歳～） ふ 45組
11月29日（火） お誕生日会10・11月 ふ どなたでも

☎ふれあい広場（江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094）
日程 内容 会場 定員
11月10日（木） パネルシアター 沼 30組
11月18日（金） 焼きいも会 二 30組

☎あそびの広場（桜川保育所tel.029-894-3703）
日程 内容 会場 定員
11月16日（水） エプロンシアター 桜保 要予約

会場：ふ＝ふれあいセンター／ニ＝江戸崎第ニ保育所／沼＝沼
里コミセン／桜保＝桜川保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時～
 日曜＝午前9時～
料理教室 11月28日（月）午前10時～
リハビリ体操教室 11月28日（月）午後１時～
太極拳教室 11月23日（水）午後1時30分～
生花教室 11月17日（木）午後１時30分～
手話愛好会 11月18日（金）午後７時～
カラオケ教室 火・土曜午後１時30分～
絵手紙教室 11月23日（水）午後１時30分～
梅さんの落語会 11月7日（月）午前10時30分～
囲碁教室 月曜午後１時～

や
さ
し
い
航
空
の
話
を

開
催
し
ま
す

航
空
科
学
博
物
館
で
は
、「
や

さ
し
い
航
空
の
話
〜
航
空
整
備

士
の
お
は
な
し
」
を
開
催
し
ま

す
。航
空
機
の
安
全
な
運
行
に

欠
か
せ
な
い
プ
ロ
の
整
備
士
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

日
時
：
11
月
20
日（
日
）午
後
１
時
〜

イベ
ント

Ev

総人口：49,868人（-36）
　　男：24,718人（-39）
　　女：25,150人（+3 ）
世帯数：14,919（-1）
※10月1日現在。かっこは前月比

発生件数：31（253）
　負傷者：42（323）
　　死者：0（9）
※9月1日～30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

古
い
電
話
帳

回
収
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
、
古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭

へ
11
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。ご

不
在
等
で
古
い
電
話
帳
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
ご
家
庭
へ
は
、

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

高
田
賢
一
、小
林
守

お
詫
び
と
訂
正

９
月
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
15
＝
「
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
空
手
道
練
成
大

会
」
の
記
事
中
、
形
の

部
３
年
生
の
優
勝
者

【
誤
】
宮
本
正
樹
（
東
）

【
正
】須
田
さ
わ
子（
東
）

人事

Ji
●
航
空
科
学
博
物
館
☎
０
４
７

９
‐
７
８
‐
０
５
５
７
（
千
葉

県
山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１
‐

３
）
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■法律相談
申込：予約制。電話で申込む。11月21日（月）午前8時30分
から受付。定員各会場6名。
法律問題の相談に弁護士がお答えします。
江戸崎庁舎＝11月29日（火）／東庁舎＝11月30（水）／時
間：午後1時～
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2208）
■心配ごと相談
申込：予約制。各会場へ。／時間：午後１時30分～４時
▽江戸崎福祉センター tel.029-892-5711＝11月10日（木）
▽ふれあいセンター tel.0297-87-6888＝11月24日（木）
▽桜川庁舎tel.029-892-2000（内線4801）＝11月10日（木）
▽東公民館tel.0299-80-5070＝11月17日（木）
■行政相談
行政に関するご相談を受け付けます。直接ご来場ください。
／時間：午後１時30分～４時
▽江戸崎公民館＝11月10日（木）　▽ふれあいセンター＝
11月2日（水）、17日（木）、24日（木）　▽桜川分庁舎小会議
室＝11月10日（木）　　▽東公民館＝11月18日（金）
■人権相談
人権に関する相談に、人権擁護委員などがお答えします。
日時：11月10日（木）午前10時～午後3時まで／場所：東公
民館
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）
■家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日程：11月18日（金）、29日（火）午前10時～午後4時／場所：
江戸崎公民館／申込：要予約
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
■子育てサロン
就学前のお子さんとその親を対象に開催します。
日程：11月18日（金）、29日（火）午後1時30分～3時30分
／場所：江戸崎体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
■12月の納税（納期限：12月26日（月））
固定資産税：3期、介護保険料：5期、国民健康保険税：5期

■休日診療当番医
11月3日（木） 本橋医院（江戸崎）tel.029-892-2308
 美浦中央病院（美浦）029-885-3551
 青木医院（龍ケ崎）tel.0297-64-3131
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
11月6日（日） 古橋医院（東）tel.0299-78-3770
 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-3375
 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
11月13日（日） ゆはらクリニック（桜川）tel.029-894-2002
 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
 さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
11月20日（日） 江戸崎病院（桜川）tel.029-894-2611
 森脇整形外科（阿見）tel.029-843-7888
 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
11月23日（水） 角崎クリニック（新利根）tel.0297-87-6030
 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
 みやおか外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
11月27日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
 山村医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0555
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください
■いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
■交通事故相談
日時：12月21日（水）午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
■犬猫引取
手数料：2,000円（一匹）　▽江戸崎庁舎第2駐車場奥=11月17
日（木）午後1時30分～50分　▽桜川保健センター前駐車場＝
11月10日（木）、24日（木）午前10時40分～11時
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327（直通）

informationくらしと情報



広報稲敷平成17年11月号　20

1
操
法
大
会
で
新
利
根
消
防
団
第

６
分
団
が
準
優
勝
！

日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
や

技
術
な
ど
を
競
う
「
第
56
回
茨
城
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
稲
敷
地
区
大

会
」が
10
月
２
日
、
阿
見
町
で
行
わ
れ
、

市
を
代
表
し
て
出
場
し
た
新
利
根
消
防

団
第
６
分
団（
曽
根
）が
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

指
揮
者
：
池
田
正
佳
さ
ん
、
１
番
員
：

木
村
隆
一
さ
ん
、
２
番
員
：
小
菅
丹
就

さ
ん
、
３
番
員
：
宮
詰
勝
さ
ん
、
補
助

員
：
海
老
原
陽
介
さ
ん

2
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会

９
月
17
日
東
中
学
校
を
会
場
に
、
稲
敷

地
区
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
稲
敷
警
察
署
管
内
の
５
つ
の
中
学
校

で
競
い
合
う
こ
の
大
会
も
、
今
年
で
42

回
目
と
な
り
ま
し
た
。参
加
し
た
中
学

生
た
ち
は
、
激
し
い
攻
防
を
繰
り
返
し

な
が
ら
の
試
合
を
行
い
、
日
頃
の
部
活

動
で
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
大
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

3
秋
の
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
の

９
月
20
日
、
市
内
４
か
所
で
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
交
通
安
全
指

導
員
や
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
約
２
０

1-b

1-a

1-c
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０
名
が
参
加
。新
米
と
事
故
防
止
の
チ

ラ
シ
を
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、

翌
22
日
に
は
美
浦
村
の
国
道
１
２
５
線

で
、
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か

ら
競
走
馬
や
騎
手
も
参
加
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

4
市
内
各
所
で
運
動
会

９
月
上
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
市
内

の
各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
で

秋
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。東

中
学
校
で
は
優
勝
目
指
し
た
力
強
い
リ

レ
ー
（
写
真4-a

）。阿
波
小
学
校
で
は

子
ど
も
た
ち
の
一
所
懸
命
な
玉
入
れ
の

姿（
写
真4-b

）。江
戸
崎
幼
稚
園
で
は
か

わ
い
い
は
っ
ぴ
姿
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
」（
写
真4-c

）な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特

色
あ
る
運
動
会
が
行
わ
れ
、
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

表
紙
：
江
戸
崎
幼
稚
園
で
声
援
を
送
る

子
ど
も
た
ち
。

5
寄
付

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
寄
付
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

自
動
車
整
備
商
工
組
合
よ
り
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
の
募
金
４
万
５
０
０
０
円

稲
敷
市
商
工
会
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
の
募
金
７
万
３
７
７
１
円

で・き・ご・と
9-10月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

23

4-a

4-c

4-b
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お
い
し
さ
の
秘
密
は
、

昔
っ
か
ら
の
秘
伝
の
タ
レ

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
、
江
戸
崎

の
𠮷
田
家
さ
ん
。昭
和
初
期
か
ら

続
く
老
舗
で
す
。店
内
に
は
、
当

時
の
写
真
が
飾
っ
て
あ
る
ん
で
す

よ
。一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
お
店
の
夏
の
人
気
メ
ニ
ュ

ー
は
、
天
お
ろ
し
や
天
ざ
る
。暑

い
日
に
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の

が
人
気
な
ん
で
す
ね
。こ
れ
か
ら

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
天
ぷ
ら
そ

ば
や
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
が
売
れ
る

よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
お
客
さ
ん
の
中
に
は
、

う
な
ぎ
や
お
そ
ば
が
お
い
し
い
っ

て
言
っ
て
く
れ
る
人
が
多
い
と
か
。

う
な
ぎ
の
タ
レ
や
そ
ば
つ
ゆ
は
、

レポーター大募集！
稲敷市のうまいもんを、素敵な笑顔で紹介してくれるレポーターを
募集しています。「レポーター希望」と明記し、下記宛先まで応募く
ださい。（食べ物の好き嫌い、取材の日程などは調整いたします。）

いつも見ている広報紙に新企画が！とて
も興味があったので、応募しちゃいまし
た。私のレポートで、お店の魅力を少し
でも伝えられたらうれしいですね。

今月のレポーター
根本千穂美さん（椎塚）

わが故
ま ち
郷の味、発見の旅へ…no.4

いなしきいなしいなしいなしきききききうまいもん

大盤振舞い
！

今回、𠮷田家さんから「食事券」
を提供していただきました。広報
稲敷の読者の方15名様にプレゼン
トいたします。はがきでご応募くだ
さい。お一人様一通とさせていた
だきます。締切11月25日消印有効。
当選者の発表は食事券の発送を
もってかえさせていただきます。

Present
15名

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７-

１

稲
敷
市
役
所
秘
書
広
聴
課

広
報
稲
敷

「
う
ま
い
も
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

⑪
」
係

300-059550

○住所
○氏名
○年齢
○電話番号
○ご希望の商品名
○わたしのオススメ！
　うまいもん
○広報稲敷の感想

☎029-892-2724
稲敷市江戸崎甲3015
OPEN　午前11時～午後2時30分、
　　　午後5時～午後7時30分
毎週日曜日定休

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

大正橋大正橋

𠮷田家𠮷田家
ショッピン
グセンター
パンプ

𠮷田家

行
き
に
よ
ろ
う
か
帰
り
に
よ
ろ
か

　
な
ら
ば
行
き
に
も
帰
り
に
も

昔
っ
か
ら
の
秘
伝
の
も
の
を
使
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。お
い
し
さ
の

秘
密
は
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

「
お
い
し
い
！
」

そ
の
一
言
の
た
め
に

　
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
あ

っ
て
、大
変
な
部
分
も
あ
る
け
ど
、

「
こ
こ
の
味
が
自
分
に
は
一
番
合

っ
て
い
る
よ
」
な
ん
て
お
客
さ
ん

が
来
る
と
、
本
当
に
う
れ
し
い
そ

う
で
す
。「
と
に
か
く
、
お
客
さ
ん

の
『
お
い
し
い
！
』
っ
て
一
言
が

励
み
に
な
る
よ
」と
店
長
さ
ん
。

メニューもいろいろ揃
えて、お客さんのニー
ズに応えないとね。

※写真は一例。プレゼントは
1,000円分の食事券です。

こ
こ
に
は
、
家
族
で
よ
く
食

べ
に
く
る
ん
で
す
よ（
笑
）

人気メニューの一つ
『天ざる』
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スポーツ
●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

スポーツフェスティバル

市では、11月19日に「稲敷市民スポ
ーツフェスティバル2005」を開催し
ます。当日参加できる種目やイベント
がたくさんあります。記録に挑戦した
り、賞品を当てたり、市民の親睦を深
めスポーツの秋を楽しみましょう。
日程：11月19日（土）開会式＝午前9
時～、受付（抽選券配布）＝午前8時20
分～／※雨天時＝室内種目、クイズ、
抽選会は実施。屋外種目は順延20日
（日）／場所：江戸崎総合運動公園、新
利根総合運動公園

スポーツ教室参加者募集

ピラティス教室
ピラティスとは、ヨガやバレエなどを
取り入れたストレッチ運動で、体のバ
ランスを整え理想的な身体をつくる運
動です。教室では、簡単なエアロビク
スを行った後に、エクササイズで体の
バランスや柔軟性を向上させていきま
す。ピラティスで女性らしい美しいボ
ディラインをめざしましょう。
日程：11月8日～12月27日の毎週
火曜日全8回、午前10時30分～正午
／場所：江戸崎体育館サブアリーナ／
参加費：2,000円／申込：江戸崎体育

館へ電話で申込む。／定員30名（市内
の方を優先）

●江戸崎体育館tel.029-892-8661
（月曜休館日）／稲敷市荒沼3-1

大会結果

ボウリングフェスタ
市体育協会ボウリング部主催の「20 
05ボウリングフェスタ」が、9月11
日、ハローズ・ガーデン（龍ヶ崎市）で開
催されました。
上位の結果
①ネスレジャパンB、②ネスレジャパ
ンD、③ネスレジャパンＡ

市民スポーツフェスティバル種目

江戸崎総合運動公園 午前9時～正午 正午～午後1時 午後1時～3時
　体育館 ○バスケットボール3on3 

○親子ダブルスバドミントン
○混合ソフトバレーボール
●ドリブルスピードトライア
ル（ギ）
●体力測定コーナー

　多目的グランド ○勝ち抜きPKバトル
●サッカードリブルスピード
トライアル（ギ）

●ロープジャンピング（ギ）

　野球場 ○キックベースボール
●長ぐつとばし（ギ）
●ターボジャべリング（ギ）

●いなしきウルトラクイズ 
●お楽しみ抽選会（午後12
時40分～）

●スピードガンコンテスト（ギ）
●ストラックアウト（ギ）
●ムカデ競争（ギ）
●10人11脚リレー（ギ）

　体育館前駐車場 フリーマーケット（午前8時30分～午後2時）
新利根総合運動公園
　体育館・周辺道路 ○ヘルシーウォーキングフェスタ（午前9時～正午）
　野球場・多目的グラウンド ○グラウンドゴルフ大会（午前9時30分～午後3時）
　ゲートボール場 ○ゲートボール大会（午前8時30分～午後3時）
●＝当日申込、○＝事前申込、（ギ）＝いなしきギネス種目
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乳幼児健診・育児教室
申込：対象者に通知しますので申込み不要です。
12月7日（水） 6～7か月児育児教室 午後1時～1時30分 江戸崎保健センター
12月7日（水） 3～4か月児健診 午前9時30分～9時45分 江戸崎保健センター
12月9日（金） 3歳児健診 午前9時～9時30分 ふれあいセンター
12月14日（水） 2歳児歯科健診 午前9時～9時15分 東保健センター
12月15日（木） 1歳6か月児健診 午後1時15分～1時45分 江戸崎保健センター
12月16日（金） 3～4か月児健診 午後1時15分～1時45分 桜川保健センター
12月16日（金） 6～7か月児育児教室 午前9時15分～9時45分 桜川保健センター
12月20日（火） 2歳児歯科健診 午前9時～9時15分 ふれあいセンター
12月21日（水） 3歳児健診 午後1時15分～1時45分 東保健センター

子育て教室「キッズクラブ」
親子で遊ぶ教室です。申込：会場またはふれあいセンターまで／時間：午前10時～11時30分
12月15日（木） 東保健センター 12月21日（水） 桜川保健センター

相談
健康についてお気軽にご相談ください
12月2日（金） 住民健康相談 午前10時～11時 東保健センター

成人病検診
内容：総合検診／申込：予約制。11月7日（月）～11日（金）に東保健センターまで予約。
12月4日（日） 東保健センター 午前7時～10時
12月10日（土） 東保健センター 午前7時～10時

婦人科検診（子宮がん・乳がん検診）
申込：予約制。会場へ申込み。10月24日（月）から受付け／時間：午後12時30～／場所：桜川保健センター
12月6日（火）、　12月7日（水）、　12月8日（木）

リハビリ
内容：簡単な体操です／時間：午後1時30分～3時30分／場所：ふれあいセンター／申込：予約制
12月7日（水）、12月14日（水）、12月21日（水）

精神保健
申込：予約制。会場へ申し込んでください。
12月5日（月） こころの健康相談 午後1時30分～3時30分 桜川保健センター
12月22日（木） こころの健康相談 午後1時30～3時30分 ふれあいセンター
12月22日（木） こころのリハビリ 午前10時00～11時30分 ふれあいセンター

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力をお願いします。／時間：午前9時30分～11時30分
12月20日（火） 桜川保健センター
11月24日（木） 稲敷市役所東庁舎　※11月25日から日程変更
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

健康づくり事業「運動教室」
随時、参加者を募集しています。／申込：ふれあいセンターへ／時間：午前＝午前10時～、午後＝午後2時～
12月1日（木） 午前10時～ しぼれ！体脂肪＆生活習慣病予防教室
12月2日（金） 午前10時～ 新利根散策！ウォーキング教室
12月5日（月） 午後2時～ さわやか体操・いこいのプラザ
12月6日（火） 午前10時～ リフレッシュ体操＆体力づくり
12月8日（木） 午前10時～ 江戸崎散策！ウォーキング教室
12月8日（木） 午後2時～ しぼれ！体脂肪＆生活習慣病予防教室
12月9日（金） 午前10時～ 親子で遊ぼう！
12月12日（月） 午前10時～ 東散策！ウォーキング教室
12月12日（月） 午後2時～ さわやか体操・根本共同利用施設
12月13日（火） 午前10時～ リフレッシュ体操＆体力づくり
12月15日（木） 午前10時～ しぼれ！体脂肪＆生活習慣病予防教室
12月19日（月） 午後2時～ いきいき体操教室
12月22日（木） 午前10時～ 桜川散策！ウォーキング教室

乳幼児予防接種
申込：予約制です。会場へ申込みください。12月実施分は11月20日（日）から受付け／時間：午後1時10分～1時40分
12月1日（木） 風しん 江戸崎保健センター 12月6日（火） ポリオ 東保健センター
12月8日（木） 三種混合 江戸崎保健センター 12月9日（金） 三種混合 東保健センター
12月12日（月） 麻しん 江戸崎保健センター 12月22日（木） 三種混合 江戸崎保健センター

個別予防接種医療機関に
いなしきクリニックが追加

市の個別予防接種が受けられる医療機
関に、11月1日から「いなしきクリニ
ック」（10月開業）加わります。
　受診する場合は、事前に予約の上、
体調のよい時に接種をしましょう。
いなしきクリニック
稲敷市蒲ケ山79番地1
tel.029-892-3372

個別予防接種契約機関
いなしきクリニック 稲敷市蒲ケ山79番地1 tel.029-892-3372
坂本医院 稲敷市江戸崎甲2688番地 tel.029-892-2627
佐倉クリニック 稲敷市佐倉3251番地7 tel.029-892-7011
鈴木クリニック 稲敷市沼田2687番地3 tel.029-892-3640
すずきクリニック 稲敷市角崎1655番地1 tel.0297-87-5253
角崎クリニック 稲敷市中山4377番地4 tel.0297-87-6030
みやざきホスピタル 稲敷市上根本3474番地 tel.0297-87-3321
江戸崎病院 稲敷市阿波1299番地 tel.029-894-2611
ゆはらクリニック 稲敷市古渡39番地 tel.029-894-2002
和田医院 稲敷市下馬渡944番地 tel.029-894-2412
宮本病院 稲敷市幸田1247番地 tel.0299-79-2114
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図書館・図書室だより

11月の開館（室）日

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 
■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、3
日、8日、23日、29日休室
■新利根図書室：毎週月曜日（7日
は開室）、8日、23日休室
■桜川図書室：毎週月曜日、3日、
8日、23日休室
■開館（室）時間：午前9時～午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時～午後7時

市立図書館新着図書
1「憑神」
　浅田次郎
2「ハルとナツ」
　橋田壽賀子

日程：11月3日（木）～6日（日）／場所：
江戸崎体育館ロビー

新利根図書室情報

本返却のお願い
新利根公民館図書室では本の貸出処理
を簡単に行うため、バーコードによる
貸出システムを導入する予定で、現在、
蔵書の整理を行っています。
　本の返却が遅れている方は、早急に
ご返却くださるようお願いします。
リサイクルブック
日程：11月3日（木）／場所：新利根
公民館図書室

容：こぶとりじいさん（大型紙芝居）、ふ
ゆじたくのおみせ（絵本）、手品
11月の展示
編み物にチャレンジしてみませんか。
始めての人でも編めるように、ポイン
トをやさしく解説してくれた本や、マ
フラーや帽子などの編みやすい毛糸小
物を紹介した本や、ゆび編みの本も紹
介します。
新着資料
「無事、これ名馬」宇江佐真理、「四月の
雪」ホ・ジノ、「浄夜」花村萬月、「命の
風(上･下)」デビツト・ゾペティ、「誰
よりもつよく抱きしめて」新堂冬樹、
「義経を討て」童門冬二、「古城の風景」
宮城谷昌光、「響きと怒り」徳大寺有恒、
「Momoko times」さくらももこ

江戸崎図書室情報

リサイクルブック
無料で古本がもらえる「リサイクルブ
ック」を行います。掘り出し物が見つ
かるかも。ぜひご来場ください。

市立図書館情報

図書館の本を公民館で返せます
市立図書館で借りた本を、市内3か所
の公民館図書室でも返却できるように
なりました。
公民館図書室での返却方法
①各公民館にある｢資料返却申込書｣
に必要事項を記入→②資料返却申込書
と本を公民館の職員に渡す。
※返却日は、本が図書館に届いた日と
なります。運搬の都合上、行き違いで
返却確認のお電話をする場合がありま
すがご了承ください。
子ども映画会
「トムとジェリー～ドルーピーといっ
しょ①」
日程：11月12日（土）、13日（日）午
後2時～（上映時間40分）／申込：当日
図書館カウンターへ／定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
日程：11月27日（日）午後2時～／内

1 2

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、fax0299-79-3113
 　図書館蔵書検索：HP　opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981
 　※ご利用方法は施設ごとに違いますので、ご確認ください。
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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編集後記　▽校了間際にかぜをひいてしまいました。マスクを掛けベストにジャンバーを羽織っ
て咳き込む姿に、ワイシャツで業務遂行している周りから帰宅せよとの暖かいお言葉。ついに業
務途中でリタイアしてしまいました。季節の変わり目には十分注意しましょう。（坂本）　▽マフラ
ーを変えるだけで、とても官能的です。（来月はサスを。G4出）　▽「お菓子はヤメる！ジムにも通
う！毎日、規則正しい生活をしよう！」いつまで続くか、三度目のダイエット宣言です。（池）

大正橋大正橋 稲波干拓稲波干拓
観察小屋観察小屋

高田橋高田橋 新古渡橋新古渡橋

飲食店飲食店

信太古渡信太古渡江戸崎総合高校江戸崎総合高校

国
道
１
２
５
号

国
道
１
２
５
号

小野川小野川

毎年11月になると「オオヒシクイ」の
群が、稲波干拓地（江戸崎地区）へロシ
アのカムチャッカ半島からはるばるや
ってきます。
　オオヒシクイとはガンの一種の渡鳥
で、国の天然記念物に指定されていま
す。飛来数は毎年違いますが、昨年は
59羽が訪れました。昔はヒシの実を
食べたことからこう呼ばれています。
体長は約90cm。羽を広げるとなんと
180cm以上もある大型の鳥です。く

ッチングに訪れます。
●稲敷市産業振興課tel.029-892-
2000（内線5200）

ちばしの先がオレンジ色になっている
のが特徴です。
　飛来する稲波干拓地は約230ha の
広々とした水田地帯。オオヒシクイは
ここをえさ場としていて、2番穂やス
ズメノカタビラなどの食物をついばん
だり、のんびりと日なたぼっこをして
いる姿を見ることが出来ます。
　また、ここは関東地方では唯一のオ
オヒシクイの飛来地であることから、
県外からも大勢の見物客がバードウォ

ぶら～り・稲敷　no.5　オオヒシクイの巻

観察のマナー
オオヒシクイはとても
警戒心が強い鳥です。
観察は堤防の上からお
願いします。また、観
察小屋に監視員がいま
すので、生態などお気
軽にお尋ねください。







持
ち
込
み
の
注
意
点

指
定
以
外
の
ご
み
は
持
込
め
ま
せ

ん
。そ
の
場
合
は
持
ち
帰
り
と
な

り
ま
す
。ま
た
解
体
し
な
い
で
持

込
ん
だ
場
合
は
、
各
自
で
解
体
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ベ
ッ
ド
、ソ
フ
ァ
ー
、座
椅
子
は
、

中
の
ス
プ
リ
ン
グ
や
金
具
を
取
り

除
く
／
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
な
ど
は
、

枠
と
ガ
ラ
ス
を
分
別
／
ボ
イ
ラ
ー

は
断
熱
材
を
取
り
外
す
／
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
灯
油
は
抜
き
取
る
／

農
薬
の
缶
は
、
中
を
よ
く
洗
い
、

ふ
た
を
し
な
い
な
ど

持
込
め
な
い
粗
大
ご
み

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
販
売
店
ま
た

は
廃
棄
物
処
理
業
者
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

①
パ
ソ
コ
ン
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）

②
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
、洗
濯
機
、エ

ア
コ
ン（
室
外
機
を
含
む
）

③
事
業
活
動
で
排
出
さ
れ
る
ご

み
：
農
業
用
の
機
械・ビ
ニ
ー
ル・

苗
箱
、机
、椅
子
、ロ
ッ
カ
ー
な
ど

④
危
険
物
：
消
火
器
、
ガ
ス
ボ
ン

ベ
、バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

⑤
家
庭
電
化
製
品
以
外
の
電
動

機
、バ
イ
ク
、タ
イ
ヤ

⑥
通
常
の
、燃
え
る
ご
み
、缶
・
ビ

ン
な
ど
の
ご
み
は
、
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い

家庭の粗大ごみ収集
市では、東・桜川地区で、一般の家庭から出る粗大ごみの収集を行います。注意事項を守って、各自で回収場所へ持ち込んでく
ださい。市内どの地区の方でも持ち込めます。ただし、持込めるごみは、家庭から出る粗大ごみだけです。
収集日により品目が異なります。ご注意ください。

●稲敷市生活環境課衛生係　☎029-892-2000（内線4402）

収
集
品
目

鉄
く
ず
類
：
ト
タ
ン
、
ス
チ
ー

ル
デ
ス
ク
・
ロ
ッ
カ
ー
・
本
棚
、

ガ
ス
レ
ン
ジ
、
卓
上
コ
ン
ロ
、

傘
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
ボ
イ
ラ
ー
、
農
薬

な
ど
の
缶
、ス
テ
ン
レ
ス
製
品

ア
ル
ミ
類
：
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、

ア
ル
ミ
製
品

自
転
車
類
：
自
転
車
、三
輪
車
、

一
輪
車
、リ
ヤ
カ
ー

モ
ー
タ
ー
類
：
モ
ー
タ
ー
、
井

戸
ポ
ン
プ
類

ガ
ラ
ス
類
：
板
ガ
ラ
ス
、鏡

家
電
製
品
類
：
電
気
ミ
シ
ン
、

電
気
ス
ト
ー
ブ
、電
子
レ
ン
ジ
、

掃
除
機
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ス
キ
ー
板
・

靴
、ワ
ー
プ
ロ
、ス
テ
レ
オ
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
金
具
と
の

分
別
が
不
可
能
な
も
の

家
具
類
：
布
団
・
毛
布
、
畳
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
古
材
、
木
製
家

具
製
品（
食
器
棚
、タ
ン
ス
、本
棚
、

戸
、
机
、
椅
子
）、
ベ
ッ
ド
・
ソ

フ
ァ
ー
、座
椅
子
、ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
（
コ
ー
ド
は
切
っ
て
く
だ

さ
い
）、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

ガ
ラ
ス
類
：
板
ガ
ラ
ス
、鏡

そ
の
他
：
塩
ビ
パ
イ
プ
、
断
熱

材
、ビ
ニ
ー
ル
ト
タ
ン

■
搬
入
日
程
：
12
月
11
日
（
日
）、

18
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※
指
定
時
間
以
外
は
入
れ
ま
せ
ん

の
で
、時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所
：
桜
川
庁
舎
駐
車
場
（
地

図
参
照
）

※
搬
入
は
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
。

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
品
目

12
月
11
日（
日
）＝
鉄
く
ず
類
、
ア

ル
ミ
類
、自
転
車
類
、モ
ー
タ
ー

類
、ガ
ラ
ス
類

12
月
18
日
（
日
）
＝
家
電
製
品
類
、

ガ
ラ
ス
類
、家
具
類
、そ
の
他

桜川地区
12月11日（日） 鉄くず類、アルミ類、自転車類、

モーター類、ガラス類
12月18日（日） 家電製品類、家具類、ガラス類、

その他

桜川庁舎桜川庁舎

駐車場駐車場

江戸崎消防署
　桜川出張所
江戸崎消防署
　桜川出張所

聖苑香澄聖苑香澄

至 古渡至 古渡 至 西代至 西代
広域農道広域農道

■
搬
入
日
程
：
11
月
13
日
（
日
）、

20
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
正
午
ま

で
、午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※
指
定
時
間
以
外
は
入
れ
ま
せ
ん

の
で
、
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
東
側
駐
車
場（
地
図
参
照
）

※
搬
入
は
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
。

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
品
目

11
月
13
日（
日
）＝
鉄
く
ず
類
、
ア

ル
ミ
類
、自
転
車
類
、モ
ー
タ
ー

類
、ガ
ラ
ス
類

11
月
20
日
（
日
）
＝
家
電
製
品
類
、

ガ
ラ
ス
類
、家
具
類
、そ
の
他

東地区
11月13日（日） 鉄くず類、アルミ類、自転車類、

モーター類、ガラス類
11月20日（日） 家電製品類、家具類、ガラス類、

その他

あずま生涯学習センターあずま生涯学習センター

東側駐車場東側駐車場

図書館・歴史
　民俗資料館
図書館・歴史
　民俗資料館

東中学校東中学校

コンビニストアーコンビニストアー
国道125号線国道125号線
新利根川新利根川 東中神橋東中神橋伊佐部橋伊佐部橋

東保健
センター
東保健
センター


